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Hideki NARITA， Kouichi NISHIMURA， Renji NARUSE， and Norikazu MAENO Obser-

vations of Snow Cover in Apple Garden and Snow Structure around Dwarf Apple Tree in 

Hirosaki District. Low Temperature Science， Ser. A， 46. Data Repoげ.

林檎園の積雪とわい化樹周りの積雪構造*

成田英器・西村浩一・成瀬廉二・前野紀一

(低温科学研究所)

(昭和 62年 12月受理)

I.まえが、き

林檎わい化樹の大果枝は一般に地上 1m附近の高きに大半を占めている。そのために，積雪の多

い地域のわい化樹は普通樹に比べ一段と雪害を受けやすくなっている。雪による被害は主に積富の

沈降による樹幹や樹枝の裂開折損である。 ト蔵(1985)は，上記の雪害対策として積雪沈降力に耐

える樹形の改良や沈降力を軽減するための雪層切断，強制融雪などの研究をして成果を得ている。

しかしこの問題解決は簡単なものではなしまだ決定的対策はないようである。

本報告は，従来のこの類の研究の資料として不足している地形的に変化の豊む林檎園の積雪とわ

い化樹の周りの積雪構造を予備的に調査した結果である。詳細な解析結果は別に報告する予定であ

るが，今回，わい化樹の囲りの積雪に特徴的な構造のあることが明らかとなった。

11.調査地域と観測方法

調査は弘前市から岩木山麓に至る農道(通称、アップルロード)沿の積雪を対象にして行われた。

第1図に調査地域の地図と積雪観測地点を示した。観測地点の地形的特徴として No.1と2は平担

地， No.3 -6は丘陵地， No.7と8は山麓地にあたる。

積雪の観測は各地点で，1)層位構造， 2)粒度， 3)宮、度， 4)硬度， 5)雪温度の項目につ

いて行われた。密度の測定には，容量 100ccの角型サンブラーを用い，そして硬度の測定にはラム

ゾンデ硬度計，または木下式硬度計を用いた。また，わい化樹周りの積雪構造の調査は観測地点 No.

4と弘前市から約 15km離れた大鰐町島田で積雪層位構造と密度の測定に重点をおいて行われた。
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III.測定結果と一般的所見

調査結果のデータを第 1-8表と第2-11図にまとめた。各表下の Taは観測時の気温 Hwはス

ノーサンプラーで測った全積雪水量， ρはHwから求めた積雪平均密度である。また，第8表の硬度

値は木下式硬度計て、測定したものであり，硬度値下の dはそのめり込み深さである。

本冬の2月上旬の積雪量は例年に比べ少なかった。今回の調査日であった 1987年2月6、7日の

時点では，アップルロード沿に積雪深は平坦地で約 50cm，丘陵地で65-80cm，山麓地で約 160cm

であった。すなわち，積雪深は標高とともに増加していた。積雪の雪質は平坦地でさ、らめゆきの層

が大半を占め，標高が増すにしたがってしまりゆき層が互層する割合が高くなっていた。積雪全層

の平均密度は平坦地で約310kg/mヘ丘陵地，山麓地で340-380kg/m3であった。ラムゾンデ硬度

値では，丘陵地，山麓地の積雪層中間に平坦地のそれに見られない数kgの弱い層が存在した。

一方，わい化樹周りの積雪・構造の観測では，樹幹の周囲や比較的太い枝の下側に空洞が存在し

その近傍の雪は樹幹から約 1m離れた雪よりもぎらめ化が進み，密度も約 10-25%小きくなって

いた。空洞の形成ゃぎらめ化の促進は，樹の存在による熱および水蒸気の輸送によるものと考えら

れる。この傾向は特にわい化樹の場合特徴的に見られ，今後これらの点を詳しく調べる必要がある。

文 献

1 ) ト蔵健治.1985 雪(りんごの雪害対策のために)，黒石地区畑作用水高度化調査報告書， 1 -94. 
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第 l図調査地域と積雪観測地点。( )内はその地点の積雪深を示す
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第 2-9図 各観測点における積雪断面観測結果。 T・温度，D 密度 HR

ラムゾンデ硬度，HK :木下硬度。図中央の層位構造の記号+は新雪，ベはこ

しまりゆき， 0はしまりゆき， .，まぎらめゆき，口はこしもぎらめゆきを
示す。
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第10図 観測点 No.4におけるわい化樹周りの積雪構造(観測日 1987年2月6

日).わい化樹(黒L宇部分)の周りの斜線部分は空洞て"ある。四角で囲わ

れた数字はその場所の密度(kgjm')の値である。記号+は新雪， 0はし
まりゆき， eはきらめゆさを示す
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第11図 大鰐町島HIにおけるわい化樹周りの積雪構造(観測日・ 1987年

2月7日)。用いた記号等は第 10図と同じ
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第 1~8 表

観測点 NO.1-8の積雪断固観点lテータ。芳質は日本雪氷学会雪質分類に従い，

粒度は a:0.5mm以下， b : 0.5-1.0 mm， C : 1.0-2.0 mm， d : 2.0-4.0 mmの範

囲の平均直径である

第 l表観測点No1 (1987年 2月6目、 9時10分)

積雪断面観測結果

事立 J采 さ 宮、 度 フム硬度 J且 度
層位構造

度 (cm) (kg/m') (kg) CC) 

48 0.2 
165 

44 
しんせつ a 0.80 

40 ド1.3
249 

36 
さらめゆき b 

31 
4.37 

30 → 0.7 
350 

きらめゆき b 29 一一
25.8 

27 
45.8 

26 
29.8 

24 一一一
45.8 

ざらめゆき 22 

(含、こしもさ c 20 30.8 「→-0.3 

らめゆき) 19 一一一 380 
15.8 

16 
45.8 

15 一一ー
29.8 

13 一一一

しまりゆき b 12 
21. 4 

10 →-0.1 
395 

トー(ざらめゆき)一 (b'c) 一一 9

b 8 

トトしざさまららめめりゆゆゆきき))きー
(b.c) ト一一 7 17.3 
b 
(b'c) ト 6

ざらめゆき 4 
b 

(含、しまりゆき) 8.3 

。 。(ト一一

Tα=+1.6
0

C、H叩二160kg/mぺβ=314kg/m'

31 
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第2表観il¥ll点No.2 (1987年 2月6日、 9s寺45分)

積雪断面観測結果

キ立 1采 き 密、 度 ラム硬度
度 (cm) (kg/m') (kg) 

52 
b 

50 260 0.80 

49 

b 44 
250 

40 

39 一一
b'c 4.37 

34 
b 

31 

30 

29 
25.8 

27 一一
45.8 

b'c 26 一一
29.8 

24 一一一
45.8 

22 一一一

21 
30.8 

20 一一一
c 370 

19 一一一
b'c 

17 15.8 

16 一一一
45.8 

b 15 
29.8 

13 一一

12 
21.4 

10 
c 

9 一一一 410 

6 17.3 

c 4 
8.3 。

Tα=+2.l'C、H山ニ183kg/m'、，o=310kg/ m' 

I且 (♂ 1 
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第 3 表観ì~IJ点N口 3 (1987年 2月6目、 10時26分)

積雪断面観測結果

粒 }、木依W さ 密 度 フム硬度
度 (cm) (kg/m') (kg) 

66 

b 64 

62 230 

60 0.80 

52 

a'b 50 一一一

49 一一
250 

48 

47 
6.7 

45 

b 44 

40 
325 10.7 

b 
36 ←一一

31 -一一
14.2 

b'c 
30 10.8 

28 ー十

25 
395 

9.9 

21 
17.5 

20 -一
c'd 34.1 

19 
18.4 

18 

17 2.3 

15 
410 

14 
7.6 

13 一一一
15.1 

c 

10 一一一 9.1 

9 

8 

6 
b 460 

2 
。

Tαニ+2.4
0

C、H山=199kg/m'、戸ニ309kg/m'

33 

t且 度
(OC) 

。目。

一一歩 。。

0.1 

ト→ 0.1

ド-0.1 

。。

ド 。。

。。
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第4表観測点N且4 (1987年2月6日、 11時15分)

積雪断面観測結果

粒 深 さ 密 度 ラム硬度
度 (cm) (kg/m') (kg) 

75 
a 

74 
b 

72 
195 

71 

a 70 一一一 0.80 

67 

64 180 

63 

61 一一一
a 60 6.3 

57 270 

56 

b 
55 一一一 11. 3 

54 

53 
19.1 

49 
28.3 

48 一一一
35.2 

b 47 355 
40.1 

46 
15.8 

45 
20.8 

44 

40 8.8 

36 
20.8 

35 
40.8 b'c 

33 
29.4 

32 

31 

c 30 
425 

26 2.9 

25 

23 

b 20 一一 435 
40.8 

19 

18 14.6 

17 一一一
28.3 

15 
17.5 b'c 12 一一一

11 
7.8 

9 400 

b 7 
11.5 

b'c 
6 

10.2 。
Tα=十lSC、 Hwニ 255kg/m'、 P=339kg/m'

哩，iF.J 度
(OC) 

1.4 

1-+ -0.1 

同一 0.2

1-+ -0.2 

- 0.2 

0.0 

一一歩 0.0 

0.0 

0.0-
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第 5表観islj点、No.5 (1987年 2月6目、 12時40分)

積雪断面観測結果

粒 深 き 密 度 ラム硬(kg度) 
度 (cm) (kg/m') 

65 
a 

63 205 

61 

60 一一一
0.80 

a 55 

51 
260 

50 3.7 

49 

47 一一一
7.5 

b 
46 

14.9 

44 19.6 
345 

43 

b 42 
10.8 

40 
22.5 

38 

b 
37 

36 
30.8 

35 20.8 

33 一一一 380 

31 
10.6 

b 
30 

29 
2l.6 

28 

27 
34.1 

26 415 27.6 

25 
40.8 

C 24 
23.1 

22 

20 

b 16 
380 

2.5 

15 

b.c 10 

8 10.5 

b 6 

5 16.1 

4 
470 

c 
7.3 2 

ο 

Tα= +2.2
0

C、Hwニ 220kg/m'、戸=328kg/m'

35 

1品 度
(OC) 

- l.3 

同 0.9

ド-0.3 

ド 0.2

ト→ 。。

ト→ 0.0 

0.0 

。.0
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第 6表観測点No.6 (1987年 2月6日、 14時40分)

積雪断面観測結果

粒 深 さ 密 度 ラム硬度
度 (cm) (kg/m') (kg) 

55 
b 

53 200 

51 

50 
0.8 

a 
45 

44 一一

42 一一一
260 2.1 

41 
3.3 

b 
40 8.5 

39 一一一
14.1 

37 一一一

b 
35 25.8 

34 
365 27.3 

32 一一一
30.8 

31 
60.8 

b 30 

29 一一一
30.8 

26 一一一
36.8 

25 
15.8 

13.3 
b'c 24 一一一

23 一一一
390 19.6 

21 

20 一一一
12.5 

18 -一一
c'd 60.8 

17 一一一
20.8 

15 一一一
c 

d 
13 28.1 

12 一一一

11 

c 10 460 3.2 

7 

日

Tαニ十1XC、H叩ニ195kg(m'、pニ 369kg(m'

1皿日 度
Cc) 

2.3 

ー一歩 0.0 

→ 0.4 

0.3 

f-> -0.1 

ド 0.0 

。。一一一
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第 7表観測点No.7 (1987年 2月6日、 15時25分)

積雪断面観測結果

中立 i持~ さ 密 度 ラム硬度
度 (cm) (kg/m') (kg) 

104 
b 

102 220 

b 100 

99 

b 
94 

90 
170 

0.80 

88 

85 

84←ー 270 
a 

81 

80←一一

79 
6.1 

b 
78 

75一一一

74 
15.8 

71一一一 355 
22.9 

b'c 70 15.8 

69一一一
2l. 7 

66一一一
23.3 

64←一一
30.8 

61 

b 60 
5.8 

59 355 

56 
6.6 

52一一一
5.3 c 

50一一一
2.9 

45 

44 440 l.9 

41 
c 

40一一一
l.2 

38 

35←一一

b 
30一一一

29 
14.4 

27一一一
460 

26 23.3 

b'c 
25 

22 -一一
16.9 

21 
12.8 

b 
20一一

19一一一 395 

18 18.4 

17 
20.8 

b 
15一一ー

14一一一
30.8 

12 

8 
440 

b 2.8 

4 

b'c 。
Tαニ +1AC、H叩士367kg/m'、pニ 353kg/m' 

37 

J旦 度
(OC) 

一 0.8

」→ 0.0 

→ 0.1 

f--. -0.3 

f--. -0.2 

ト→ 。。

0.0 

一→ 。。

ド 0.0 

ド 。。

。.0
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第8表観測点N口8(1987年 2月5日、 16時50分)

積雪断面観iRrJ結果

車止 J栄 さ 密 度 木下硬度

度 (cm) (kg/m') (kg) 

162 
a'b 

156 

155一一 120 15 一
b 152 d=55mm 

150一一一

141 

140 40 一
b 

136 
140 

d= 18mm 
135- 410 一

b 134 d= 17mm 

133 240 

b 
130 

124 

b'c 
123 

122 
290 

b 120 540 

b'c 
115 d=23mm 

111 

110一一一 850 -

b 
107 

330 
d=21mm 

103 

100←一一

99 
b.c 95一一一 1，040 

94 d=13mm 
b 90 

340 

80一一 430 

b'c 
79 

330 
d=16mm 

75 

b 
70 

67 
c 
一一 65一一一 890 -
b 

60 d= 24mm 

59 

55 
480 

c 

50 740 -

45 d=30mm 

40一一 640 一
c 36 d=36mm 

32 
400 

28 

b 
25←一一 1- 1，040 ー
22 d= 13mm 

20 -一一 380 

18 

c 15 -一一 1- 1，070 ー

d=11mm 

13 

b'c 

5 

。

1皿日 度
(OC) 

- 3.9 

→-0.3 

ド-0.9 

→l.4 

卜→l.3

ド-0.4 

ド 。。

卜→ 0.0 

卜→ 0.0 

ド 0.0 

。。
Tα=-3.6

0

C、H叩=516kg/m'、β=319kg/m'0 木下硬度値の欄の dの値は硬度計の沈下量を示す。


